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論点整理

主な論点

 「課題先進国」としてのモデル構築は世界の期待
 極端な「市場経済システム」や「国家資本主義」との競

争に耐えうるシステムの模索
 参考：ドイツ、北欧（スウェーデン、デンマーク）、

シンガポール、スイス…

 資本の「多様化」と「コモディティー化」
（投資/ヘッジファンド…銀行・証券…30年ファンド…
ソブリンファンド…クラウドファンディング…ユヌス型）

 日本の場合は「家計資本主義*」の活性化も重要

 株主偏重から「マルチステークホルダー型」へ
 世界マーケットを前提としてビジネスモデル改革

（グローバルメジャー、グローバルスーパーニッチ、ド
メスティック企業）

 「CSRを本来の事業と結び付けることによりCSV（共通
価値の創造）を実現」（マイケルポーター教授）

 地球・環境（自然災害上位国として）との共存
 少子・高齢化時代の「成長」と「豊かさ」の定義

 人材育成/雇用システムの再考と「人材ポートフォリオ」
 世界70億人の中における日本人の役割と仕事

理念/
経済システム

資本

企業

社会

個人

国際競争力とサステナビリティ
の両立

継続的イノベーション創出

日本人の気質との整合

「ロングターム資本」
の活用

「ソーシャルマインデッド資本」
の活用

企業価値の新たな尺度

「プロボノ」先進国

統合報告（IIRC）

「望ましき成熟」

キャリア サステナビリティー

ソ
ー
シ
ャ
ル
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ジ
ネ
ス
の
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化

次世代
日本型国家
モデル

高度成長/
工業化時代の
日本システム

*「次世代育成の資金循環を考える委員会」2012.9.3より
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「ソーシャルビジネスの現状と課題」より抜粋
（経済産業省 地域経済産業グループ 2011年3月）

1 P. 4-5

NPO「ソーシャルビジネスプラットフォーム」
（一般財団法人ソーシャルビジネスプラットフォームより抜粋）

2 P. 6-10

プロボノ例：若者の就業支援
（TM研究会より抜粋）

3 P. 11

「キャリアサステナビリティー」のコンセプト
（TM研究会より抜粋）

4 P. 12

ページ
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ソーシャルビジネスの現状
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ソーシャルビジネスの現状



Copyright © 2013 Accenture  All rights reserved. 6

企業にとっての新たな可能性
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SBPの具体的な機能
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ソーシャル・ビジネスと従来ビジネスの違い
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（グラミン）ソーシャル・ビジネス事例

参考
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（日本）過疎化・高齢化しつつあった地域がよみがえる

参考
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ユースポート横濱（YPY）の協賛企業であるアクセンチュア(株)と連携の上、アクセンチュアの持つ
ITスキルを活用し、Cisco社/CompTIAとともに、ITアカデミー(CTAC)のスキームを構築

プロボノ例：ユースポート横濱＋企業
企業マッチング連動型若者の就業支援

CTAC参加への流れ

アカデミー
受講

アカデミー開講
企業との接点提供

講師

アカデミック
認定支援

その他IT企業数

カリキュラム
提供

CTAC開講協力団体/企業

インターンシップ/
見学会打診

インターンシップ/
見学会の機会提供

様々なIT企業
（現在複数社と調整中）

アカデミー受講者

期待される就労支援モデル

 申し込み

 企業との接点
の提供依頼

 求める人物像の
フィードバック

 企業との接点
 スキル/資格

1 2

3

企業

就労支援団体

受益者

効果的な就労支援を進めるためには、スキル/資格取得機会の提供のみに留まらず、
受け手となる企業も巻き込み、受益者へ企業との接点を設けることが重要
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キャリア・サステナビリティー：個が自己意志を持って、スキル・経験
を生かし、付加価値の高い仕事へ移っていく社会を実現する

• 小学生から世界の中での
自分のキャリアを描く

• 「就社」から「就業」に求めら
れるスキル、知識の習得

• キャリアマイルストン
（25、35、45、55歳）で
キャリアの点検と見直し

義務教育

企
業

学

個の自己意志

35歳

Base

専門学校・大学・大学院

25歳

個

産業×仕事 産業×仕事 産業×仕事

10歳0歳 20歳 30歳 40歳 50歳 60歳 70歳

55歳
国が定める
キャリアマイルストン 45歳

 小学生からの起業家教育・就業体験
• 幼少期から世界基準の個を意識し、主体的に進路選択や将来

設計を行う資質を培うため、ゲーム感覚で行える起業家教育と
就業体験をカリキュラム化

 グローバルと繋がる「一県一“第2外国語”」学習
• 英語に加え、新興国・成長国の言語の学習を中学から必修化

• 人気が一部言語に集中するのを避けるため、対象言語は都道
府県別に指定

 人材の再教育・再配置の支援に向けた、
大学の機能分化

• グローバルでリーダーシップを発揮しうる人材を担う「グ
ローバル総合大学」と、ローカルに根差した専門領域のプ
ロフェッショナルを育てる「高度職業育成大学」に機能分け

• キャリアマイルストンでの産業・人材タイプチェンジ促進機
関としての役割

• 流動化促進に向け、大学の持つ「客観的な人材スキルの
評価・見極め機能」も提供

 適正な新陳代謝マネジメントとキャリアステージにあった人材ポートフォリオの入替
• ビジネス成長に適正な離職率を設定・モニタリング
• スキル評価によるジョブ型採用、離職者・休職者の復職積極的受け入れ、多様な就業形態の提供
• 教育機関・国・NPO等と連携し、キャリアマイルストンを意識したキャリア再教育
• 国と共同で成熟国型セーフティーネットの設計と運用

 ベンチャー事業のExit支援・新たな技術の活用による起業家育成


